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４ 訓練の概要  

 

（１）目 的 

当校は職業能力開発促進法に基づき、新規学卒者や再就職を希望する者に対し、必要な基礎知識及び

技能訓練を実施し、職業の安定と労働者の地位向上を図り、社会の発展に寄与することを目的とする。 

 

 

（２）方 針    

技術革新の進展に伴い、産業界は高度な技術水準を持った技能者を必要としている。また、「職業

人としての人間性」が求められている。当校は「優れた技能」と「豊かな人間性」を兼ね備えた技能

者を育成するため、基礎的知識・技能習得に重点を置いた体系的訓練を実施し、併せて情操豊かな人

間性と勤勉で協調性に富む技能者の養成に努める。 

 

 

（３）事業の内容 

種類 課程 科 目 定員 期間 訓 練 目 標 対象者 

普 

 

通 

 

職 

 

業 

 

訓 

 

練 

普 

 

通 

 

課 

 

程 

自動車整備科 25人 ２年 

自動車整備に関する基礎知識、応用

的な整備技術を習得させ、これを基に

二級整備士資格取得をめざす。次世代

自動車（ＥＶ・ＨＶ等）にも対応できる

実践的な整備技術を習得させる。 

高等学校卒業以上 

年齢不問 

 

金 属 加 工 科 20人 １年 

板金加工の基本である展開・切断・

成形・検査を行い、溶接機を使用して

組立ができ、日本工業規格に基づく溶

接技能者評価試験の基本・専門級の資

格を取得させる。 

また、コンピュータを使用しての板

金加工機の知識・技能も習得させる。 

年齢不問 

電気設備管理科 30人 １年 

一般住宅や工場等の電気設備工事、

消防（自動火災報知設備）・防犯設備

の設置及び検査試験、制御回路の検査

・組立、ビルにおける各種設備（受変

電設備、冷暖房設備、消防設備等）の

保守点検作業及び太陽光発電システム

の施工技術やメンテナンス技術などに

対応できるようにする。 

電気の施工・管理に必要な国家資格

を取得させる。 

年齢不問 
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月 行　　　　　事 月 行　　　　　事 月 行　　　　　事

春季休業 夏季休業 冬季休業

入校式・第１期始業日　 第２期始業日 第３期始業日

オリエンテーション オープンキャンパス③ オープンキャンパス④

避難訓練 労働衛生講話 彩の国総合技能展*

交通安全講話 施設見学会② 施設見学会④

オープンキャンパス① 防災訓練 技能照査

ゴミゼロ運動 かすかべ商工まつり* 第３期期末試験

人権擁護研修 施設見学会⑤

施設見学会① 献血

出身校訪問 第２期期末試験 修了式・第３期終業日

安全講話 施設見学会③ 春季休業

第１期期末試験 第２期終業日

オープンキャンパス② 冬季休業 　　＊イベント参加

第１期終業日

夏季休業

３
月

 11
月

１
月

２
月

８
月

７
月

入校選考
埼玉技能甲子園

12
月

10
月

４
月

５
月

（４）令和８年度　年間行事予定

６
月

 

 

（５）生活習慣 

日常生活の中で、訓練生が積極的に自己啓発に努められる環境を作り、誠実・感謝・忍

耐及び協調性などの基本心得を習得させる。また、心身共に健康で積極的な行動がとれる

ような技能者の養成に努める。 

訓練生に対し、日頃の社会生活において規範を養成するため、各期、各月ごとの生活指

導目標を定め、「知識」、「技能」、「心」を備えた人間性豊かな人材育成に努める。 

 

期 期 間 目 標 月 月 間 目 標 

第１期 基本生活を身につける 

４月 正しいあいさつをする 

５月 服装に気をつける 

６月 時間を守る 

７月 安全作業に徹する 

第２期 自己啓発に努める 

８月 協調心を養う 

９月 行動に責任を持つ 

10月 積極性を養う 

11月 心を豊かにする 

12月 自己反省する 

第３期 社会人としての自覚を持つ 

１月 健康に注意する 

２月 根気を養う 

３月 社会人としての心構えを持つ 

 



　　④　ＨＶ・ＥＶの整備

　●教科及び時間数

に付けさせる。

　●主な実習内容

　　①　自動車各部の整備作業

　　②　自動車整備用機器の取扱い

　　③　自動車の検査等

５　訓練の内容

（１）　自動車整備科（２年コース）

　自動車整備に必要な機械工具・計測器及び診断機を効果的に使用し、一般的な整備作業が確実に

習得させる。

できるとともに、今後の自動車整備技術の高度化や新技術、環境対策に対応できる知識及び技能を

　また、２級自動車整備士技能検定試験に合格するための能力と、サービスマンとしての素地を身

１年 ２年 １年 ２年

時間数 時間数 時間数 時間数

生産工学概論 12 機器の構造及び取扱法 40

電気及び電子理論 32 14 自動車整備法 60 170

材料 12 自動車検査法 30

自動車の構造及び性能 190 200 自動車整備実習 740 780

自動車の力学 25 20 検査実習 20 50

製図 12 社会・体育 100 81

燃料・潤滑剤 23 新機構 11

安全衛生 10 10 溶接実技 53

関係法規 10 20 新機構実技 57 130

安全衛生作業法 46 44

工作基本実習 55

測定基本実習 30 25

555 527

1,001 1,029

1,556 1,556

学
科

実
技

そ
の
他

科　目区分 科　目 区分

実
技

系
基
礎

学
科

実
技

実技合計

学科合計

学
科

総合計

専
　
攻
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（２）　金属加工科（１年コース）

　金属製品を製作するための設計製図・板取・加工・組立・溶接等の技能及び各種加工機械の基本

的な操作を習得させる。

　また、ＣＡＤ図面をもとに、タレットパンチプレス機で展開・板取の訓練を行う。

　さらに、技能検定２級・溶接技能者評価試験に合格する能力を身につけるとともに、基本的な自

　　④　各種溶接機の取扱いと技法の習得

　　⑤　自動車板金作業（修理・塗装）

　●教科及び時間数

動車板金作業（修理・塗装）を習得させる。

　●主な実習内容

　　①　製図の基礎の習得、板取展開図の作成

　　②　加工機械・工具等の取扱い

　　③　手作業・機械作業による加工法

科　目 時間数 科　目 時間数

機械工学概論 20 板金工作法 50

電気工学概論 20 プレス加工法 50

生産工学概論 20 試験法及び検査法 30

塑性加工概論 20 展開図 37

材料力学 20 板金工作実習 93

金属材料学 20 プレス加工実習 90

溶接法 68 試験及び検査実習 40

製図 49 社会 46

測定法 20 体育 8

安全衛生 30 特殊溶接法 35

測定基本実習 20 金属加工実習 247

機械操作基本実習 55 溶接実習 130

溶接基本実習 100 CAD/CAM実習 40

プレス加工基本実習 20

安全衛生作業法 32

熱切断基本実習 66 543

コンピュータ操作基本実習 40 1,013

ＣＡＤ基本実習 40 1,556

実
技

実
技

そ
の
他

学
科

学科合計

実
技

実技合計

総合計

区分 区分

系
基
礎

学
科

専
　
攻

学
科
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　　④　制御回路の検査・組立

（３）　電気設備管理科（１年コース）

　ビル・一般住宅や工場等の電気設備・消防設備・電気通信設備・冷暖房等のメンテナンスが

できるように、各種測定方法や修繕方法、管理方法などを習得させる。また、電気設備工事、

消防設備工事、防犯設備工事、配管設備工事などの施工で必要な基礎知識・技能を習得させる。

　　⑤　ビルにおける各種設備（受変電設備、

　●教科及び時間数

　　　冷暖房設備、消防設備、危険物設備等）

　　　の保守点検作業

　　⑥　低圧配線工事（太陽光発電システム）

　●主な実習内容

　　①　一般住宅や工場等の電気設備工事

　　②　消防設備（自動火災報知設備）の設置

　　③　防犯設備の設置

科　目 時間数 科　目 時間数

生産工学概論 24 制御工学 35

自動制御概論 24 電気工事 80

電気理論 140 電気設備 100

電気材料 24 ビル設備 90

電力工学 35 電気制御回路組立実習 120

電気機器 68 電気工事実習 150

製図 24 電気設備保守管理実習 140

測定法及び試験法 24 ビル設備管理実習 170

安全衛生 40 社会 40

関係法規 57 体育 8

電気基本実習 75

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ操作基本実習 48

安全衛生作業法 40

813

743

1,556

区分 区分

系
基
礎

学
科

実
技

そ
の
他

学
科

総合計

学
科

専
攻

学科合計

実技合計

専
攻

実
技
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６　令和８年度４月入校生の状況

定　員 応募総数 応募倍率 受験者数 合格者数 入校者数 備　　考

１年 25 33 1.32 33 26 25

２年 〈25〉 － － － － 〈 16 〉

20 2 0.10 2 2 1

30 29 0.97 29 24 20

75 46

〈100〉 〈62 〉

（１）　応募・入校状況

電 気 設 備 管 理 科

金   属   加   工   科

計

科　名　　　　　　　　
項　目

自動車整備科

5264 0.8 64

普
通
課
程

                             

※〈 〉は在校生含む総数 

～１9 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50歳以上 計

1年 23 1 1 25

2年 8 6 1 1 16

1 1

7 4 5 1 3 20

38 12 7 1 0 1 0 3 62合　　計

（２）　入校生（在校生）年齢別状況

科　名　　　　　
年齢（歳）

自動車整備科

電 気 設 備 管 理 科

普
通
課
程

 金   属   加   工   科

 

 

最年長 最年少 平　均

1年 25 18 18.5

2年 32 19 21.1

20 20 20.0

62 17 28.4

（３）　入校生（在校生）平均年齢

一、二年コース

普
通
課
程

自動車整備科

金   属   加   工   科

電 気 設 備 管 理 科

中学卒 高校卒 専門 大卒以上 その他 計 備 考

1年 25 25

2年 16 16

1 1

1 15 2 2 20

1 56 3 2 0 62合　　計

電 気 設 備 管 理 科

（４）　入校生（在校生）学歴別状況

自動車整備科

科　名　　　　　　　
項　目

金   属   加   工   科

普
通
課
程
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うち

就職 県内 県外 計

25 23 7 0 16 7 9 16 16 0 0 100%

20 6 4 1 2 1 1 2 2 0 0 100%

30 20 10 6 10 5 4 9 1 9 0 1 94%

75 49 21 7 28 13 14 27 1 27 0 1 97%

（１）修了・就職状況

雇 用 者

未就職

 ７　令和７年度修了生の状況

合　計

自 動 車 整 備 科

 科　名　　　　　　
項　目

電 気 設 備 管 理 科

金 属 加 工 科

その他進学
定　員

入校
者数

退校者

普
通
課
程

就職
率

（％）
自営

修了
者数

就　　職（修了者）

合計

 
※就職率＝（就職者＋就職退校者）÷（修了者＋就職退校者－進学者） 

 

 

当校受付 職安受付 計 当校受付 職安受付 計

133 0 133 335 0 335

34 0 34 71 0 71

151 0 151 346 0 346

318 0 318 752 0 752合　　　計

備　考
求　人　数

（２）求人状況

電 気 設 備 管 理 科

科　名　　　　　
項　目 求人企業数

自 動 車 整 備 科
普
通
課
程

金 属 加 工 科

 

 

 

 

最　高 最　低 平　均 最　高 最　低 平　均

215,000 185,000 197,440 243,000 180,750 205,583

198,000 198,000 198,000

300,000 225,000 241,250 150,000 270,000 211,500電 気 設 備 管 理 科

普
通
課
程

県　　外

自 動 車 整 備 科

（３）　初任給状況（他人に雇用された者）

県　　内

科　名　　　　　
項　目

金 属 加 工 科

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 





    



①メニュー型技能講習

コ　ー　ス　名 昼夜
平日
休日

定員 日数 実施期間 受講者数

第二種電気工事士技能試験基礎講習 昼 休日 20名 2日間 令和7年5/3・10 19名

第二種電気工事士学科試験準備講習 昼 休日 20名 3日間 令和7年5/4・11・18 13名

第二種電気工事士技能試験準備講習 昼 休日 20名 3日間 令和7年6/17・24・31 21名

AutoCAD基礎[機械系] 昼 休日 20名 2日間 令和7年5/24・31 6名

Excel基礎１
（データ入力・表計算)

昼 休日 20名 2日間 令和7年6/14・21 9名

Excel基礎２
（グラフ・データベース)

昼 休日 20名 2日間 令和7年6/28・7/5 9名

Ｅｘｃｅｌ応用１（表活用） 昼 休日 20名 2日間 令和7年7/12・19 14名

Ｅｘｃｅｌ 応用２（データベース活用） 昼 休日 20名 2日間 令和7年7/26・8/2 9名

介護支援専門員試験準備講習
（受験直前対策）

昼 休日 20名 3日間 令和7年9/13・20・27 9名

初めての半自動溶接 昼 休日 10名 2日間 令和7年9/20・27 8名

第一種電気工事士技能試験基礎講習 昼 休日 20名 2日間 令和7年10/11・18 10名

ティーチング・コーチング講習 昼 休日 20名 2日間 令和7年10/18・25 10名

アーク溶接
安全衛生特別教育

昼 休日 10名 4日間 令和7年11/1・8・15・22 5名

ExcelVBA１マクロとＶＢＡ 昼 休日 20名 2日間 令和7年11/15・22 13名

 ＡｕｔｏＣＡＤ（建築系）基礎 昼 休日 20名 2日間 令和7年11/29・12/6 19名

介護福祉士試験準備講習
 (受験直前対策)

昼 平・休 20名 2日間 令和8年1/7・10 7名

ExcelVBA2構文理解 昼 休日 20名 2日間 令和8年1/10・17 10名

社会保険の知識と事務手続 昼 休日 20名 2日間 令和8年2/7・8 8名

ＡｕｔｏＣＡＤ（建築系）発展 昼 休日 20名 2日間 令和8年2/7・14 16名

　初めてのＴＩＧ溶接 昼 休日 10名 2日間 令和8年2/7・14 12名

  労働保険の知識と事務手続 昼 休日 20名 2日間 令和8年2/14・15 9名

  レジリエンスを高める対処法 昼 休日 20名 2日間 令和8年2/21・22 7名

ExcelVBA３ビジネス活用 昼 休日 20名 2日間 令和8年2/21・28 13名

AutoCAD（機械系）基礎 昼 休日 20名 2日間 令和8年3/7・14 11名

267名

第24回

第22回

第9回

第5回

第8回

第14回

第7回

第23回

第21回

第10回

（２）令和７年度実績

回数

第2回

第4回

第3回

第11回

第12回

第19回

第1回

昼24回　　　　　休日23回　　平・休１回

第18回

第6回

第17回

第13回

第20回

合　計　全24回

第15回

第16回
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■東武伊勢崎線（スカイツリーライン） 春日部駅を利用の場合 

・春日部駅西口②乗り場から、朝日バス「かすかべ温泉」行き 

又は「ウイングハット春日部」行きに乗車。 

「かすかべ温泉」停留所で下車（所要時間約１５分）。 

道路を挟んで右斜め前の建物が当校です。 

■東武野田線（アーバンパークライン） 豊春駅を利用の場合 

・駅から国道１６号を渡り、突き当りを右折。 

１つ目の信号を左折。 

次の信号の手前左側の建物が当校です。 

駅から徒歩約３０分（約 2.４㎞）。 

 


